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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 27日 (2007.7.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  　 エ チ レ ン 系 重 合 体 樹 脂 よ り な る 熱 収 縮 性 フ ィ ル ム で あ り 、 下 記 （ ａ ） ～
（ ｅ ） の 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 熱 収 縮 性 フ ィ ル ム 。
（ ａ ） ８ ０ ℃ で の 熱 収 縮 率 が 、 縦 方 向 及 び 横 方 向 と も に ３ ０ ％ 以 上 で あ る こ と 。
（ ｂ ） ４ ０ ℃ ～ １ ６ ０ ℃ 温 度 域 で の 最 大 熱 収 縮 応 力 が 、 縦 方 向 及 び 横 方 向 と も に ０ ． ４ ９
～ ２ ． ４ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ 2 で あ る こ と 。
（ ｃ ） 熱 収 縮 性 フ ィ ル ム の 引 張 弾 性 率 が 、 縦 方 向 及 び 横 方 向 と も に １ ４ ７ ． １ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2

以 下 で あ る こ と 。
（ ｄ ） フ ィ ル ム 面 積 で ３ ０ ％ 収 縮 さ せ た 時 の ヘ イ ズ が ５ ％ 以 下 で あ る こ と 。
（ ｅ ） 熱 収 縮 性 フ ィ ル ム の ホ ッ ト タ ッ ク シ ー ル 強 度 が ０ ． ２ ０ Ｎ 以 上 で あ る こ と 。

【 請 求 項 ２ 】  　 熱 収 縮 性 フ ィ ル ム に 使 用 さ れ る 少 な く と も １ 層 の エ チ レ ン 系 重 合 体 樹 脂
の 密 度 が ０ ． ８ ５ ５ ～ ０ ． ９ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 収 縮 性 フ ィ ル ム 。

【 請 求 項 ３ 】  　 熱 収 縮 フ ィ ル ム は 架 橋 さ れ て い て 、 ゲ ル 分 率 が １ ０ ～ ８ ０ ｗ ｔ ％ で あ る



請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 熱 収 縮 性 包 装 フ ィ ル ム 。
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【 請 求 項 ４ 】 　 両 表 面 層 、 中 間 層 の 少 な く と も ３ 層 か ら な る 多 層 構 造 を 有 し 、 内 層 に 表 面
層 よ り も 密 度 の 低 い エ チ レ ン 系 樹 脂 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 熱 収 縮 性
包 装 フ ィ ル ム 。

【 請 求 項 ５ 】 　 架 橋 し た 延 伸 用 原 反 を フ ィ ル ム 構 成 樹 脂 の 融 点 以 上 ま で 加 熱 し た 後 に 、 面
積 延 伸 倍 率 で ４ ． ０ ～ ３ ０ ． ０ 倍 で 延 伸 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 熱 収 縮 性 包
装 フ ィ ル ム の 製 造 方 法 。
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